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コンプライアンスの徹底はもちろんのこと、一人ひとりが
社会的責任を全うし、透明性のある組織づくりを行っています。

・不祥事への対応
・メンタルヘルス
・コンプライアンス体制
・農協の大義
・報徳の精神
・個人情報の取り扱い
　について
・情報セキュリティ

研修内容　ＪＡきたみらいで
は、毎年、全役職員
を対象としたコンプ
ライアンス研修会
を開催しています。
　コンプライアン
ス徹底に向けた意
識を持つことはも
ちろん、今の農業情
勢やＪＡの目指すも
のなど、幅広い内容で研修を行っています。組合
員、地域に信頼されるＪＡであり続けるために、
そして、企業に求められる社会的責任を果たす
べく、職員一人ひとりが必要な知識を持ち、その
教育・研修を継続的に行うことをコンプライアン
ス推進の柱としています。

コンプライアンス推進体制

　職場での啓蒙活動として「コンプライアンス通信」
を発行しています。年に１～3回程度発行しており、
「身だしなみについて」「道路状況に応じた安全運転」
などの注意喚起や、「時間の活用」等、業務で役立つ
内容も掲載しています。

　推進基盤であるコンプライアンス委員会を定期及
び必要に応じ開催し、日常業務における法令等の遵
守状況のチェックを行い、JA全体のコンプライアン
スへの取り組み強化を進めています。また、職員一人
ひとりにコンプライアンスに関するマニュアルと携帯
カードを配布し、コンプライアンス推進に努めるとと
もに、全役職員がマニュアル遵守を誓約することで、
コンプライアンスへの意識を喚起しています。

「コンプライアンス通信」の発行について

コンプライアンス通信コンプライアンス通信コンプライアンス通信コンプライアンス通信

 

令和５年５月２５日発行 

 ハラスメント（harassment）とは「いじめ」「嫌がら」と訳され 

 る言葉です。広義には「人権侵害」を意味し、性別や年齢、宗教、 

 社会的出自、人権、民族、国籍、身体的特徴、セクシャリティなどの属性、人格に関する言動など 

 によって、相手に不快感や不利益を与え、その尊厳を傷つけることを言います。 

近年、職場におけるハラスメントが問題化しており、企業にはハラ

スメント防止対策がより一層求められています。当組合ではハラス

メント行為を禁止するため「ハラスメント防止規程」「ハラスメン

ト防止に関する基本方針」を定めています。 

多様化する現代社会では様々なハラスメントが認識されていること

から、今一度、ハラスメントについて考えてみましょう！ 
 

※アグリオフィスより、ハラスメント防止規程、ハラスメント防止に関する基本方針を一読願います。 

 

とは、職場で行われる「性的な言動(※)」に

より、労働者の労働条件が悪くなったり、就業環境が悪化することを指します。男

性、女性に関わらず加害者にも被害者にもなり得るほか、異性に対するものだけで

なく、同姓に対するものも該当します。 
 

 ※：「性的な言動」とは、「性的な冗談やからかい」「食事やデートへの執拗な誘い」 

   「性的な関係を強要する」「必要なく身体へ接触する」などが該当します。 
 

 セクシャルハラスメント（セクハラ）については、1999年施行の男女雇用機会均等法、 

 およびそれに基づく指針にて定義され、防止措置について事業主に義務づけられています。 

とは、職場で行われる上司・同僚からの言動

（妊娠・出産、育児休業等の利用に関する言動）により、妊娠・出産した「女性労

働者」や育児休業等を申出・取得した「男女労働者」等の就業環境が害されるこ

とをいい、妊娠・出産・子育てを理由に嫌がらせや不当な扱いをしたり、出産や子

育てに関する制度利用を阻害する行為などが該当します。 
 

 マタニティハラスメント（マタハラ）については、2017年施行の改正男女雇用機会均等法・ 

 改正育児・介護休業法にて防止措置について事業主に義務づけられています。 

とは、同じ職場で働く者に対して、職務上の地位

や人間関係など職場内の優位性(※1)を背景に、業務上の適性な範囲を超えて(※2)、

精神的・身体的苦痛を与える又は職場環境を悪化させる行為を指します。 
 

 ※1：職務上の地位に限らず、人間関係や専門知識・経験などのさまざまな優位性が含まれます。 

 ※2：個人の受け取り方によっては、業務上必要な指示や注意・指導を不満に感じたりする場合でも、 

     これらが業務上の適性な範囲で行われている場合には、パワハラに該当しないものとなります。 
 

 パワーハラスメント（パワハラ）については、2020年6月に改正「労働施策総合推進法」（通称「パワハラ防止法）」 

 が施行され、2022年4月より従業員規範に問わず、全ての企業にパワハラ対策が義務づけられました。 

①身体的な攻撃：殴打、足で蹴る、物を投げつける、胸ぐらを掴む 

②精神的な攻撃：必要以上に長時間の叱責、皆の前で大声で叱責、 

        人格否定、脅迫、名誉棄損、侮辱、ひどい暴言 

③人間関係からの切り離し：隔離、仲間外し、挨拶をしても無視する 

④過大な要求：業務上明らかに不要なことや、遂行または達成不可能 

       なことを強制する 

⑤過少な要求：能力や経験とかけ離れた程度の低い仕事を命じる、嫌 

       がらせで仕事を与えない 

⑥個の侵害：私的なことに過度に立ち入る、監視  など 

パワーハラスメントの行動類型 / 具体的な行為 
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　JAきたみらいでは、組織の社会的責任を果たし、地
域農業の持続的発展と組織価値の向上を図るため、す
べてのステークホルダー(利害関係者)の利益を尊重
し、健全な業務活動を通じ、組織価値の向上を目標に、
コーポレート・ガバナンス体制を構築し、豊かな社会の
実現に貢献しています。

　事業活動を行っていく上で、個人情報の保護は重要な課題であり、JAきたみらいでは、「個人情報保
護方針」「個人情報取扱規程」を制定し、全役職員に周知徹底し、確実に実行するとともに、内部監査等
で実施状況の点検を行っています。

個人情報の保護

　不祥事が発生しないようにするため、何か問題があった時は、直ちに経営トップに伝わる体制
が必要です。職場の健全性を維持し、オープンな職場環境となるよう、当JAでは、自由に相談で
きる環境として内部通報の窓口を設置し、その補完として、JA北海道中央会相談センター内に
系統共通の通報窓口として、「JA広域ヘルプライン」を設置しています。

内部通報制度と
JA広域ヘルプライン

コーポレート ・ ガバナンス体制

コーポレート
ガバナンスの強化

説明責任 透明性

情報開示 内部統制

総代会
経営戦略

創出と監督　

業務の執行

理　事
理事会

監　事
監事会

常勤理事

コンプライアンス委員会

内部統制システムの構築・運営

委員長：組合長

通報制度

業務執行部門

（出席）

（選任）
（選任）

事業部門
・総務
・信用
・共済

・営農
・販売
・購買

狭義のガバナンス

外部監査（公認会計士）

ＪＡきたみらい内部統制システム基本方針

内部監査部門（監査室）

コーポレート・ガバナンス及び内部統制概念図

きたみらいのコンプライアンス
　法令やルールを厳格に守ることにとどまらず、社会の構成員である1企業として、すべてのステークホルダー（利害関係
者）の期待に応え、その信頼を得て社会的責任を全うすることを真のコンプライアンスとして経営の最重要課題と位置づけ
ています。

コンプライアンス研修

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンプライアンス体系図
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体制を運営する組織報告・付議 方針

報告・連絡

相談・連絡

相談・方針 情
報
交
換

報告・連絡 相談・方針

内部監査

監事会理事会

コンプライアンス委員会（常勤理事）

コンプライアンス統括担当部署＜総務企画部＞

業務担当部署《経営支援部・営農振興部・販売企画部・    畜産部・購買部・金融共済部・東京事務所》


